
【特許】＜進歩性＞    
図面から引用発明を           

弁護士・高石秀樹の 
「特許」チャンネル 

読み取れるのか？ 
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弁護士・弁理士・米国CAL弁護士
米国PA試験合格 

<引用発明の認定>

図面から引用発明を 

高石秀樹 

読み取れるのか？ 



引用文献の図面から、「引用発明の課題」と無関係の
構成（形状、数値）は読み取れない傾向にある 
 

※引用文献の図面から構成（形状）を読み取れなかった事例 
 

平成27年（行ケ）10037「斜板式コンプレッサ」事件＜清水＞ 
特許出願の願書に添付される図面は，明細書を補完し，特許を受けようとする発明に
係る技術内容を当業者に理解させるための説明図であるから，当該発明の技術内容
を理解するために必要な程度の正確さを備えていれば足り，設計図面に要求される
ような正確性をもって描かれているとは限らない。   ・・・甲１発明の課題，解決手段
及び作用効果に直接関係のない技術的事項まで認識すべきものではない。 
 

平成28年（行ケ）10246「レーザビームを形成するための装置」事件＜鶴岡＞ 
  ・・・引用発明の課題，解決手段及び作用効果に直接関係のない技術的事項まで
正確に表現されていると解するのは相当でない。 









引用文献の技術思想（課題解決原理）に関連する構成、存在,

形状、位置、大小関係等は、図面から読み取れる可能性あり 



（まとめ／ＴＩＰ） 
 

引用文献の図面から、「引用発明の課題」と無関係の
構成（形状、数値）は読み取れない傾向にある 
 

※引用文献の図面から、読み取れなかった構成 

 ⇒大小関係、位置関係、寸法（２件）、形状（３件） 
 

※引用文献の図面から、読み取れた構成 

        （図面が不正確でも、文章の開示はOK‼）
⇒大小関係（当該判決中で「寸法」は読み取れなかった）、  

  位置関係（４件）、配列/方向、形状、存在 


